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今回は15事業所を優良認定





認定の経緯

 新認定基準の公開、募集 2021年12月

 応募締め切り 2022年3月末（17事業所が応募）

 書類審査 4月

 実地調査 5月

 認定委員会 6月

 優良事業所認定公表 6月（全Aネット総会）



書類審査

ほとんどの事業所で評点（基本的要件＋他の基準、170点満点）が
120点以上と高得点（厚労省スコアで150～190）

うち基本的要件（90点満点）についても、多くが70点以上

ただ、就労事業収支等で問題のある事業所もあった

認定基準に基づき審査したところ、

＊基本的要件 就労事業収支、利用者賃金、労働時間、能力開発
＊他の基準 事業運営の重点、労働環境、地域社会や企業との関わり、

情報開示等



実地調査

1.書類審査評点が高く、委員の評価も高い事業所
担当委員がメール、電話等により確認

2.書類審査評点がやや高く、ヒアリングによる確認が必要な事業所
オンラインによるヒアリング

3.書類審査評点が高くなく、実地による確認が必要な事業所
担当委員が事業所を訪問してヒアリング

コロナ禍を考慮して以下の3方法により実地調査を行った



認定委員会の審査
認定委員会において、書類審査及び実地調査に基づく審査
を行ったところ、

応募17事業所のうち15事業所については、
所定の条件をクリアしており、優良A型事業所と認定した。

2事業所は、事業の理念は優れており、生産活動や利用者の待遇等に
ついてもさまざまな工夫、努力の積み重ねが認められるものの、
優良A型事業所の基本的要件とした
・事業の収支バランス（事業収入で利用者の賃金をまかなっているか）
・賃金（平均以上の水準にあるか）
について、問題点が残されていることから、今回は認定しないこととした。



審査講評



今後の活動

2022年度第２次認定 秋頃に認定の予定

2023年度認定に向けた基準の見直し
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